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　生検により診断を確めた肝硬変，慢性肝炎，急性肝

炎の各疾患群に対し，‘ssXe静注後，肝を通過して脾，

肝に達した際の放射活性を体外計測し，次の結果を得

た。

1）体外計測による肝の放射活性曲線は，肝動脈血流

　に由来すると考えられる小さなノッチにつyいて，

　門脈血流に由来すると考えられる大きなピークを認

　めるが，肝硬変例では第二のピークを殆ど認めない。

　又慢性肝炎例では第二のピークが著しく遷延する。

2）tesXe放射活性曲線の消失係数より得た肝の比血

　流量は，慢性肝炎，特に肝硬変では正常例に比C低

　値をとることを認めた。又，急性肝炎の回復期では

　著しく増加することを認めた。

3）脾における‘ssXe放射活性曲線より求めた脾の比

　血流量は，各肝疾患群の間で特徴的な差異を認めな

　かったが，之と，金コロイド血中消失率，及び金コ

　ロイド肝脾とりこみ比の組合せより推定した金コロ

　イド脾摂取率の検討から，肝硬変における，金コロ

　イドシンチスキャン時，脾とりこみの増加は，脾血

　流の増加よりも脾摂取率の増加が大きく寄与すると

　いう結果を得た。
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　肝のfunctional　imageに関する研究（第

13s　Xeによる局所肝血流image
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　臓器局所血流量を地図状に表示するfunctional

imageは，脳，腎，心などの臓器で開発され使用され

ているが，我々は新たに肝の局所血流量を表示する

functi・nal　imageを開発したので報告する。

　方法は，仰臥位の患者に2　nte　Yl下の188　X　e生食液

（5～20mG）を23　Gのカテラン針にて経皮的に脾内

に注入し，シンチカメラで観察してScintiphotosple－

n・P・rt・9raPhy（SSP）を行い，同時に脾内注入直後よ

り1秒間隔で120枚のシンチカメラ画像をコンピュー

タを通して一旦磁気テープに収録した。後に磁気テー

プに収録されたScintiphot・splen・p・rt・gramをCRT

上にd⊥splayし，functi・nal　imageを作成する肝の

碩域を決定，ついでその領域内のデータについて8　mv

×8nic相当する大きさの領域毎に5秒間隔のwash－

・ut　curveを作成し，この各局所毎のcurveのK値を

最小自乗法を用いて求めた。局所肝血流量の計算は次

式に従った。

　　　　　　　　100・K・λ
　　　　HBF　二　　　　　　　　　　（nte／100タ／min）
　　　　　　　　　　　ρ
なおRは，ls8　Xeの血液一肝分配係数で074とし，

ρは肝比重で1．02とした。この様にして得られた二

百余点における局所肝血流量をCRT上にdisplayし，

またc・1・rdisplayも行った。さらにタイプライタに

ても2桁絶対値表示や10分割表示を行ない，局所肝

血流のf皿cti・nal　imageを作成した。　functi・nal

imageによって得られた肝内血流分布は，全体に比較

的均一な場合，右葉と左葉で異なる場合，さらに各葉

内でも不均一な場合がみられた。またこの血流分布

patternは，常に一定ではなく，同一症例｛ζ2回SSP

を行って得られたfunctional　imageでは各々異った血

流分布を示した。func・ti・nal　imageによる血流分布と

138Xeの肝内分布を示すと考えられるSSP　5～10秒

の肝imageを比較炭討したが，一定の関係をみいだせ

なかった。

　以上の成績より，肝内血流分布は必ずしも均一でな

く，また経時的にも変化するものと考えられる。
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